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r当院でのケアIO項自宣言の

取り組みについて」4西　善本士ん
4西（回復期リハビリ病棟）では、患者さんがその

人らしい生活ができるように、入棟時から退院後

の生活を見据えた支援を目指しています。“回復期

リハビリのケア10項目宣言”の中でも力を入れて

いる「食事」とr他職種との情報共有Jについて

紹介してくれました。

r当院救急センターの紹介」2階　駒村さん

つくばEXが開通してから救急センターの患者数が増加。

中でも小児の受診者数が伸びていることが報告され、小児

の受け入れ先が少ない流山市において重要な病院になっ

ていることがわかりました。最近は応需不能とされた他県

からの患者さんも受け入れ、“断らない救急”を一丸とな

ってめざしている様子が伝わってきました。

参加者鯵別名
開始時は参加者が少なく心配しま

したが、司会者の頑張りと参加され

たみなさんのご協力により有意義

な学びの時間になりました。

流感の看護ゼミ臥4月I9
8（金）け時～柑時です。
事例発表臥5兼・付属診、
学習鯵歯科pr．の「医科歯科

連携」です。皆さんの奉加、

訴待ちしていきすぎ

「外来処方に抑什る日数璃整の取り組み」

わかぼ薬局　喜藤士ん・辻±ん
東部東葛ブロック医活交流集会で発表された演題。ある患

者さん（60代）のお宅にはたくさんの残薬があり、その額

は20万円にも！それを整理し、薬の種類や用法を少なく

し、お薬カレンダーを利用することで、飲み忘れがなくな

り、体調も改善。最後に、「処方がスリムになることで、飲

み忘れがなくなり、看護師は介助が減り、薬価も減らせる」

と薬剤師さんならではの素敵な業務改善提案をいただきま

夢と朗「用法紗少等く・薬品捗少将く勘
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